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1．序論 
本報は、山口市の「地域型」子育て支援施設の運営の

組織構成及び、講座・イベント時の運用形態について論

じた前報に続くものであり、講座・イベント時の施設や

農地の使われ方の特徴について整理する。 

 

2．調査概要 
一次調査として、講座・イベント時に利用される拠点

以外の施設・農地の図面収集及び実測調査を行った。二

次調査は、講座・イベント開催時に使われ方調査を実施

し、参加者（親子）、スタッフ及び講師や協力者を対象と

し、平面図に滞在場所・動線・行為内容の記録及びデジ

タルカメラによる撮影を行った。調査期間は 2013 年 4 月

から 12月である。 

 拠点・地域施設の概要を表 1 に示す。しゅっぽっぽ

と小郡ぽっぽはそれぞれ交流センターと高齢者生きがい

センターに併設されている。拠点以外に利用される場所

は併設施設や、施設代表者所有の畑等である。 

キラ◇きら・楽楽楽・ひらひらは、空き民家を借りて

常設のひろばを設けているが、ひらひらは建物所有者が

法事等の際に建物西側を使用するため、東側のみが利用

されている。拠点以外に利用される場所は、3 施設とも地

域交流センターが主である。 
 各施設から利用する地域施設・農地までの距離は 400ｍ
未満が多いが、小郡ぽっぽの場合、畑と小郡南総合セン

ターが施設から 2~3km 離れている。 
 
3．講座・イベントの内容と場所の関係 

 講座・イベントの内容と実施場所について表 2 に示す。

講座は合計 32 で、お話系：9、食べ物系：8、運動系：4、

工作：3、その他：8 とタイプ別に分類した。内容と実施場

所の関係について、しゅっぽっぽは主に拠点のみで実施し、

調理が必要な講座やイベント時には交流センター内の調理

室を利用している。 

小郡ぽっぽは、料理講座や大人数で行うイベント等の場

合には地域施設や農地を利用しているが、水や糊を使う工

作系の講座や、託児を行わない講座・イベントでは併設施

設の 1室を利用している。 

正会員 ○伊藤 優里* 
準会員 井上 愛梨** 
正会員 山本 幸子*** 
正会員 中園 眞人**** 

Usage of Lecture and Event of the Childcare Support Facility of Area in Yamaguchi city 
Study on the Childcare Support Facility converted the Existent Architecture(Part 6)  

ITO Yuri, INOUE Airi, YAMAMOTO Sachiko, NAKAZONO Mahito 
 

表 1 拠点・地域施設の概要 
タイプ 施設名 拠点 地域施設 位置図

嘉川交流センターに併設 嘉川地域交流センター
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キラ◇きらは、拠点では親子が一緒に楽しむものや拠

点内の設備で実施可能な講座・イベントを行い、子育て

に関する勉強会や親の料理教室など、託児が必要な場合

には大殿地域交流センターや伝承センターなどの地域施

設を利用している。 

楽楽楽は、キラ◇きらと同様に託児が必要な場合や、

広い空間で実施する場合に交流センターを利用しており、

拠点では、絵本の読み聞かせや屋外空間を利用した「ら

ららの秋祭り」などが実施されている。 

ひらひらは、託児のあったピザ作りの際には交流セン

ターが利用されたが、主に講座・イベントでは子どもは

見守り程度のため拠点が利用されている。 

以上より、しゅっぽっぽと小郡ぽっぽは交流センター

や高齢者生きがいセンターに併設されているため、主に

拠点や併設施設が利用されていた。また、キラ◇きら・

楽楽楽・ひらひらの民家を活用した施設では、参加者が

多く駐車場が必要な場合や、託児を行う場合に地域施設

が利用されている。 

 

4．講座・イベント時の施設や農地の使われ方 
4-1 講座 
 表 2 を基に、タイプごとに特徴的なものを抽出して示

す（図 1）。まず食べ物系から、地域施設で実施された小

郡ぽっぽの「おやつを作ろう」と、拠点で実施されたひ

らひらの「シュークリームを作ろう」について示す。小

郡ぽっぽのおやつを作ろう」は保健福祉センターの調理

室で講座が行われ、同じ階の研修室で託児が行われた。

この講座では、小郡の食生活改善推進委員８名が講師と

なり、幼児のおやつとして小松菜の蒸しケーキとおむす

びの作り方を教えた。参加者は 10 組で、2,3 名ずつ分か

れて調理台につき、講師が各調理台について指導した。

また、調理可能な年齢の子どもも参加し、丸椅子の上に

立ち調理台でおやつ作りを行った。そして調理終了後は、 

 

各調理台に丸椅子を並べ、託児で預けていた子どもも呼

んで食事会が行われた。 

 ひらひらの「シュークリームを作ろう」は拠点で実施

され、講座は台所とプレイルームの間の建具を撤去する

ことにより空間を一体的に利用していた。また、託児は

和室に加え、ウッドデッキにマットを敷いて臨時の遊び

空間としていた。講師は元パティシエ施設利用者で、シ

ュークリームを一から作るのは時間がかかり、講座時間

内には厳しかったため、講師が事前に自宅でシュー生地

とカスタードを作って持参していた。講座では、まず講

師が台所でカスタードを実際に作って見せ、その後、参

加者にシュー生地にカスタードを詰める作業を行うとい

う形で実施された。講座中は、託児の場が同じ空間であ

るため、子どもがプレイルームの親の側に来てしまい、

作業を中断する姿もみられた。 

運動系は、しゅっぽっぽの「親子で楽しくリズム体

操」と楽楽楽の「子育てママのエクササイズ」について

示す。しゅっぽっぽの「親子で楽しくリズム体操」は通

常開館日に拠点で実施され、室内全体が利用された。講

師はフィットネスインストラクターで、子どもと一緒に

できるヨガやエアロビクスを音楽に合わせて行った。ま

た、おもちゃ置き場の前に畳を敷き、運動に参加しない

親子が遊べる場を設けていた。 

楽楽楽の「子育てママのエクササイズ」は、吉敷地域

交流センターの 1 階の講堂で講座が、2 階の視聴覚室で託

児が行われた。講師は施設スタッフの知人のインストラ

クターで、内容はしゅっぽっぽとは異なり、母親のリフ

レッシュを目的としたヨガやエアロビクスで、講堂全体

を使って運動が行われた。また、視聴覚室で託児をする

際には、施設からおもちゃを持参し、机を片側に寄せ、

子どもが走り回れる空間を確保していた。そして、乳幼

児を寝かせる場合には、床にシートを敷きその上に寝か

せていた。 

系
場所 お話系
（9） 食べ物系
（8） 運動系
（4） 工作系
（3） その他
（8）

・８月：コール川西　ミニ演奏会 ・９月：お月見会

地域
施設

・７月：写真の撮り方
・９月：ベビーマッサージ

・６月：おやつをつくろう
 （保健福祉センター）

・１１月：郷土料理の伝承
  （保健福祉センター）

拠点 ６月：フルーツポンチ作り １０月：キラ◇きら祭り
・４月：幼稚園って楽しいな！
・５月：子どもの育ちを支える親の役
・７月：救急法を学びませんか
・１０月：絵本で楽しい子育てを

拠点 ５月：絵本とあそぼ ６月：花の寄せ植え １１月：らららの秋祭り

地域
施設

７月：子どもの病気のホームケア
４月：子育てママのエク
ササイズ

９月：指編みでシュシュ♪ ８月：ママの散髪屋さん

・４月：手相であそぼう
・６月：気になるアレルギーのお話会
・９月：なんでも座談会

・１１月：文化祭　　　　　　　　 ・１２月：餅つき大会

・１０月：みんなでさつまいもを掘ろう
・１１月：インターナショナルランチパーティー

・５月：夏野菜の苗を植えよう！
・１０月：ハロウィン（施設周辺）

・１０月：ちびっこ運動会　　・１２月：クリスマス会

・４月：春を探そう（尾崎公園周辺）
・１０月：合同運動会（南総合体育館）
・１０月：芋掘り             ・１２月：クリスマス会

５月：4周年記念イベント

・４月：芋の苗植え　　　　　　 ・１０月：芋掘り

５月：簡単なおやつ作り
７月：親子で楽しくリズム
体操（幼児学級の行事）

６月：浴衣の着付け

８月：親子リズム ７月：手作りおもちゃ

ひ
ら
ひ
ら

地域
施設

９月：お手玉遊びを楽し
もう♪

１１月：体操遊び
８月：お父さんの料理教室

６月：浴衣の着付け　学
びませんか？

５月：シュークリームを作ろ
う！

１２月：ベビーマッサージ
８月：フライパンで作ろう！
～ひらひら野菜ピザ～

１２月：クリスマスリース作
り

拠点

１２月：パパの料理教室
         （伝承センター）

イベント
（19）

地域
施設
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ら
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表 2 講座・イベントの内容と場所の関係 
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お話系は、キラ◇きらの「幼稚園って楽しいな」と、

拠点で実施されたひらひらの「手相であそぼう」につい

て示す。「キラ◇きらの幼稚園って楽しいな」は、大殿地

域交流センターの講座室で講座が行われ、野田学園幼稚

園副園長の方が講師となり講師の方が絵本を読んだり、

子どもについてのお話をしたりした。託児室は講座室と

は別に設けられたが、同じ階の和室が利用されたため、

子どもの泣き声が講座室まで度々聞こえた。 

 ひらひらの「手相であそぼう」は、ライフアドバイザ

ーの方が講師となり、ひらひらの和室を使って行われ、

託児はプレイルームを利用した。参加者は９組で、講師

が手相の書かれた紙を参加者に配布し、それぞれ説明を

した後、１組ずつ手相を見る時間が設けられた。講座中 

 

は、親がプレイルームで遊ぶ子どもに目をやりながら 

講師の話を聞いていた。 

その他の講座として、楽楽楽の「花の寄せ植え～パンジ

ー、ビオラが終わったら～」を示す。この講座は拠点で

実施され、庭で講座が、室内で託児が行われた。施設ス

タッフが講師となり、花の選び方、プランターへの植え

方を指導した。作業はウッドデッキ前のよしずがかけら

れた場所で行われた。また、室内の託児では子どもが庭

で講座を受ける母親の姿を見て泣くのを防ぐため、庭の

様子が見えないようにカーテンを閉めていた。花の寄せ

植えが終わると、庭の木陰でスタッフと参加者が一緒に

お茶を飲んで交流が行われた。 
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Ｎ

10:20-

①食べ物系

ひらひら:5/15「シュークリームを作ろう」

②運動系

小郡ぽっぽ:6/14「おやつをつくろう」 楽楽楽:4/12「子育てママのエクササイズ」しゅっぽっぽ:7/19「親子で楽しくリズム体操」

③お話系

キラ◇きら:4/17「幼稚園って楽しいな」 ひらひら:4/24「手相であそぼう」

④その他

楽楽楽:6/7「花の寄せ植え～パンジー、ビオラが終わったら～」

 9:30　講座の説明
 9:35　講師によるシュークリームの作り方指導
10:15　グループ分け、手洗い
10:20　カスタード作り
10:40　カスタード詰め
10:53　包装

10:00　ストレッチ
10:00　ヨガ
10:23　エアロビクス

10:00　絵本を読む
10:05　子どもについてのお話
10:40　絵本を読む
10:50　折り紙あそび
11:20　質問タイム

 9:30　手相の概要説明
 9:40　具体的な手相の説明
10:25　質問タイム
10:28　1組ずつ手相を見てもらう

10:00　挨拶・土入れ
10:05　花選び
10:23　花の寄せ植え

10:00　始まりの挨拶
10:03　音楽に合わせて子どもと体操
10:30　指の体操・骨盤シェイクなど
10:45　終わりの挨拶

10:00　始まりの挨拶
10:38　おにぎりの紙芝居
10:45　小松菜ケーキの作り方説明
10:50　小松菜ケーキ作り
11:00　ケーキを食べる

Ｎ

2階 講座室

/2   /1   /9  /1
10:40- 2階 和室
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Ｎ
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Ｎ
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Ｎ

/7   /1   /9  /8

10:23-

Ｎ
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10:30-

写真１：小松菜ケーキ作り

写真２：和室での託児

写真３：カスタードを詰める作業 写真４：ストレッチ 写真５：ヨガ

写真６：視聴覚室での託児

写真７：絵本を読む 写真８：１組ずつ手相をみる

写真１０：室内での託児

台所とプレイルームの間の建具を外し、一つ
の空間として利用

講座に２階講座室、託児に
２階和室を利用

講座に２階調理室、
託児に２階和室を利
用

和室で講座、プレ
イルームで見守り
を行う

講座に１階講堂、
託児に同じ２階視
聴覚室を利用

庭で講座、室内で託児を行う

写真９：庭で苗を植える作業

２つの多目的室を広く利用し、畳のスペース
で子どもの面倒をみる親・スタッフもいる

0 3m 0 3m

0 3m 0 3m

0 3m

10:56　ストレッチ
11:15　アンケート
11:26　片付け

0 3m

0 3m

10:40　野菜の種まき
10:50　お茶会

/8   /10  /3

10:51- 2階　調理室

Ｎ

/5  /8 2階 和室

10:50-

図 1 講座時の使われ方 
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ひらひら:10/16「ハロウィン」 小郡ぽっぽ:10/27「芋掘り」

キラ◇きら10/6「:キラ◇きら祭」

 9:54　開始の挨拶
10:01　芋掘り
10:30　芋スティック・豚汁をもらう
10:40　もらった人から食べ始める

10:00　開会式
10:10　準備・魚釣りなど
10:37　県大生の歌と絵本の読み聞かせ
10:55　準備・魚釣りなど

10:00　歌を歌う、イベントの説明
10:10　パン屋さんに移動、お菓子をもらう
10:15　公会堂に移動
10:18　かぼちゃを掘る
10:38　写真撮影、自己紹介、感想を言う
10:50　お菓子をもらって戻る

0 25mＮ

10:10～パン屋さんに移動

10:15～公会堂に移動

ひらひら

タウンベーカリー
     風緑

中村公会堂

Ｎ

◇

◇

11:52-

10:20-

写真１１：パン屋さんでお菓子をもらう

写真１２：公会堂でかぼちゃを掘る

写真１３：芋掘り

写真１４：芋スティック・豚汁を食べる

写真１６：地元のミュージシャンのライブ

写真１５：屋外で魚釣り・ヨーヨー釣り

Ｎ0 20m

準備

食事

芋掘り

11:17　県大生の歌と絵本の読み聞かせ
11:32　準備・魚釣りなど
11:52　地元のミュージシャンのライブ

多くの協力があり、施設から歩いて行けるパ
ン屋・公会堂で実施できた。

屋外の空間を有効に使えていたと思う。日曜日
に行われたため、パパも多く参加し、子供とパ
パが芋掘りをしている間にスタッフとママ、マ
マ同士の会話も見られた。

あっとほーむ山口のイベントに参加したも
ので、たくさんの人が立ち寄っていた。準
備の時間は、屋外でお魚釣りやヨーヨー釣
りをしたが、スタッフや県大生など対応す
る人も十分にいた。

 

図 2 イベント時の使われ方 
 

 

 

 

 

4-2 イベント 
 特徴的なイベントとして、ひらひらの「ハロウィン」、

小郡ぽっぽの「芋掘り」、キラ◇きらの「キラ◇きら祭

り」について示す。ひらひらの「ハロウィン」では、拠

点に集合後、施設近くの「タウンベーカリー風緑」に歩

いて行き、お菓子をもらっていた。そして、中村公会堂

で、地域の人から提供されたかぼちゃを親子でくりぬい

てランタンを作った。このイベントでは、施設周辺の住

民に協力を依頼し、複数の場所を利用しているのが特徴

である。 

 小郡ぽっぽの「芋掘り」は、施設代表者が借りている

畑で実施された。地域の老人クラブの人が協力者となり、

さつま芋の蔓を切る作業や、芋を掘る補助を行った。ま

た、施設スタッフが大鍋を持参し、畑で豚汁やさつま芋

フライを作り、芋を掘り終えた参加者に振る舞った。 

 キラ◇きらの「キラ◇きら祭り」は拠点で実施され、

室内と屋外の両方が利用された。室内では、山口県立大

学の学生ボランティアが絵本の読み聞かせや手遊び歌を

行ったり、地元のミュージシャンのライブが行われた。

また、屋外にはテントを設置し、その中に魚釣りやヨー

ヨー釣りなどの遊ぶ場を設け、室内で次の催し物を準備

する間、参加者に屋外で過ごしてもらっていた。 

 

5. 結論 
 本論で得られた知見は以下の通りである。 

1)しゅっぽっぽと小郡ぽっぽは、交流センターと高齢者

生きがいセンターに併設されているため、主に拠点と

併設施設を利用して講座・イベントが実施されていた。

キラ◇きら、楽楽楽、ひらひらは、民家を活用してい

るため、託児や広い空間が必要な場合に交流センター

等を利用していた。 

2)講座は、お話系、食べ物系、運動系、工作系、その他

の 5 つにタイプ分けでき、食べ物系は本格的な調理を

行う場合には地域交流センターの調理室が利用され、

手軽に作れる場合には拠点が利用されていた。また、

お話系の講座では、キラ◇きらは地域施設を利用し、

講座室と託児室を設けて実施されていたが、ひらひら

では、拠点内のフローリング空間と畳空間で用途を分

け、1つの空間で実施されていた。 

3)イベントは、拠点と地域施設に加え、農地や地域内の

公園等が利用されていた。また、キラ◇きらの「キラ

◇きら祭り」では、拠点の広さに限りがあるため、屋

外にテントを設置して遊び場を作り、室内で準備をす

る際の参加者の居場所を設けていた。 
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